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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第55期

第３四半期連結
累計期間

第56期
第３四半期連結
累計期間

第55期
第３四半期連結
会計期間

第56期
第３四半期連結
会計期間

第55期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　10月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 7,156,0286,666,3982,652,9732,469,4549,095,054

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 6,526 198,759 82,977 140,128△60,394

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失（△）

(千円) △407,641 111,729△226,037 101,435△355,366

純資産額 (千円) ― ― 1,074,2621,129,1711,111,223

総資産額 (千円) ― ― 5,290,7215,128,1765,089,483

１株当たり純資産額 (円) ― ― 291.62 306.54 301.65

１株当たり四半期純利
益又は四半期(当期)純
損失金額（△）

(円) △110.66 30.33 △61.36 27.54 △96.47

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 20.3 22.0 21.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 400,042 314,022 ― ― 789,987

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △305,522△33,879 ― ― △315,417

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △411,167△347,502 ― ― △521,142

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 601,120 803,835 871,194

従業員数 (名) ― ― 390 368 382

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第56期第３四半期連結累計期間及び第56期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　第55期第３四半期連結累計期間、第55期第３四半期連結会計期間及び第55期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４　従業員数は、就業人員数を記載しております。

　　　  ５　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事
業の内容に重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 368〔75〕

(注) １　従業員数は就業人員を記載しております。

２　従業員数の〔　〕内は、外書で臨時雇用者数(当第３四半期連結会計期間における平均雇用人数を１人１日８時間で換

算し算出)を記載しております。

 

(2) 提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 271〔60〕

(注) １　従業員数は就業人員を記載しております。

２　従業員数の〔　〕内は、外書で臨時雇用者数(当第３四半期会計期間における平均雇用人数を１人１日８時間で換算し

算出)を記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
 

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

広告宣伝事業 1,845,846 －

販売促進・エンターテイメント事業 455,203 －

合計 2,301,050 －

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額は、販売価格で表示したものであります。

３　金額には、消費税等は含まれておりません。

４　上記の内には外注生産によるものを含んでおります。

５　当連結会計年度よりセグメントの事業区分の変更を行っており、そのため、前年同四半期比は記載しておりません。

 (2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
 

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

広告宣伝事業 1,905,207 － 307,963 －

販売促進・エンターテイメント事業 541,620 － 86,557 －

合計 2,446,827 － 394,521 －

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去前の金額を記載しております。

２　金額は、販売価格で表示したものであります。

３　金額には、消費税等は含まれておりません。

４　当連結会計年度よりセグメントの事業区分の変更を行っており、そのため、前年同四半期比は記載しておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
 

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

広告宣伝事業 1,937,794 －

販売促進・エンターテイメント事業 531,660 －

合計 2,469,454 －

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　金額には、消費税等は含まれておりません。

３　当連結会計年度よりセグメントの事業区分の変更を行っており、そのため、前年同四半期比は記載しておりません。

４　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

 

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱ヤマダ電機 446,530 16.8 347,401 14.1

 

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有
価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が
判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、円高の進行やデフレ基調の継続、エコカー減税終了などの景気
対策効果の縮小により、景気は先行が不透明な状態となりました。
広告業界におきましては、個人消費の低迷などの影響により、企業における広告宣伝は依然慎重な状況が続
いております。
また、印刷業界におきましては、印刷需要の減少や受注価格の低下など厳しい状況が続いております。
このような状況の中、当社グループといたしましては、グループ相互の融合を図り、あらゆる販売促進活動に
対して当社独自の提案を勧めてまいりました。しかし、一部の取引先におきましては、広告宣伝費削減による
受注の減少、受注価格の低下が進み売上高は前年を下回りました。
また、一方で、受注に合わせた人員の配置、外注費の見直し、販売費及び一般管理費の節減を実施いたしまし
た。
以上の結果から、当第３四半期連結会計期間の業績は、連結売上高は24億69百万円（前年同四半期比6.9％
減）、連結営業利益は1億39百万円（前年同四半期比63.9％増）、連結経常利益は1億40百万円（前年同四半期
比68.9%増）、連結四半期純利益は1億1百万円（前年同四半期は2億26百万円の四半期純損失）となりました。
①売上高
広告宣伝事業については主に折込広告の売上減少等により、19億37百万円となりました。
販売促進・エンターテイメント事業については販売促進減少等により、5億31百万円となりました。

②営業利益
広告宣伝事業については、販売費及び一般管理費の減少により1億2百万円となりました。
販売促進・エンターテイメント事業については、販売費及び一般管理費の減少により34百万円となりま
した。

 

(2)　財政状態の分析

（流動資産）
当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、30億20百万円（第２四半期連結会計期間末は26
億85百万円）となり、3億35百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、第２四半期連結会計期
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間末と比べ受取手形及び売掛金が2億45百万円、現金及び預金が30百万円、原材料及び貯蔵品が24百万円増加
したことによるものであります。
（固定資産）
当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、21億7百万円（第２四半期連結会計期間末は21億
82百万円）となり、75百万円減少いたしました。その主な要因といたしましては、第２四半期連結会計期間末
と比べ保険積立金が79百万円減少したことによるものであります。
（流動負債）
当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、30億10百万円（第２四半期連結会計期間末は28
億70百万円）となり、1億39百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、第２四半期連結会計期
間末と比べ支払手形及び買掛金が2億54百万円増加したものの、賞与引当金が68百万円、短期借入金が48百万
円減少したことによるものであります。
（固定負債）
当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、9億88百万円（第２四半期連結会計期間末は9億
87百万円）となりました。その主な要因といたしましては、第２四半期連結会計期間末と比べ退職給付引当金
が9百万円増加したものの、長期借入金が9百万円減少したことによるものであります。
（純資産）
当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、11億29百万円（第２四半期連結会計期間末は10億9
百万円）となり、1億19百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、第２四半期連結会計期間末
と比べ利益剰余金が1億1百万円増加したことによるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結
会計期間末と比較して31百万円増加し、8億3百万円となりました。
当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま
す。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間と
比べ16百万円増加し、1億16百万円の収入となりました。これは主に増加要因として、税金等調整前四半期純利
益が1億53百万円、仕入債務の増加が2億54百万円、減少要因として、売上債権の減少が2億46百万円、たな卸資
産の増加が28百万円生じたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間と
比べ69百万円減少し、9百万円の支出となりました。これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出が8
百万円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結会計期間と
比べ1億51百万円増加し、74百万円の支出となりました。これは主に短期借入金の減少が12百万円及び長期借
入金の返済による支出が45百万円、社債の償還による支出が16百万円生じたことによるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び
新たに生じた課題はありません。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

景気は一部に緩やかな回復傾向にあるものの、長期的な円高が続き、輸出を中心とした企業業績の圧迫が懸
念されるなど不安定な状態は続くものと予想されます。
広告業界におきましては、緩やかに回復すると見込まれるなかで、広告主における企業業績によってその環
境が左右される不安定な状態が続くものと予想されます。
当社グループは、このような状況の中で今後も受注拡大に尽力し、受注に応じたコスト作りと引き続き販売
費及び一般管理費の節減を行い、業績の向上を進めてまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

 (1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,015,585 4,015,585
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ　　(ス
タンダード)

単元株式数　100株

計 4,015,585 4,015,585 ― ―

　

 (2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 (3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 (4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 (5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月1日～
平成22年12月31日

― 4,015,585― 434,319― 425,177

 

 (6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

 

 

 (7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。
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① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  331,700

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式3,683,100 36,831 ―

単元未満株式 普通株式　　  785 ― ―

発行済株式総数 4,015,585 ― ―

総株主の議決権 ― 36,831 ―

 

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社平賀

東京都練馬区豊玉北３丁目
３番１０号

331,700― 331,700 8.26

計 ― 331,700― 331,700 8.26

（注）　上記の他単元未満株式 99株を保有しております。

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

 
５月

 
６月

 
　７月

 
　８月

 
　９月

 
10月

 
11月

 
12月

最高(円) 400 398 398 399 399 400 400 404 376

最低(円) 364 370 352 377 385 380 385 252 293

 

(注)　 最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、平成22年10月

12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計

期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半

期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月

１日から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日か

ら平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人による四半期レビューを受け、当第３四半期連結会計期間（平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人ハイビスカスによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 797,766 878,556

受取手形及び売掛金 ※2
 1,559,853

※2
 1,255,571

有価証券 6,069 2,642

商品及び製品 72,092 70,856

仕掛品 49,672 81,251

原材料及び貯蔵品 185,458 237,727

その他 351,070 331,377

貸倒引当金 △1,413 △1,292

流動資産合計 3,020,569 2,856,690

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 565,055

※1
 590,852

土地 907,360 907,360

その他（純額） ※1
 123,448

※1
 145,637

有形固定資産合計 1,595,864 1,643,850

無形固定資産

その他 44,638 36,935

無形固定資産合計 44,638 36,935

投資その他の資産

破産更生債権等 790,168 790,572

その他 467,204 552,107

貸倒引当金 △790,268 △790,672

投資その他の資産合計 467,104 552,007

固定資産合計 2,107,607 2,232,792

資産合計 5,128,176 5,089,483

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,430,690 1,106,654

短期借入金 1,209,300 1,633,900

未払法人税等 4,756 10,850

賞与引当金 32,479 88,188

その他 333,286 302,727

流動負債合計 3,010,513 3,142,320

固定負債

社債 240,000 17,500

長期借入金 6,250 85,575

退職給付引当金 508,408 507,601

役員退職慰労引当金 － 105,772
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

その他 233,833 119,490

固定負債合計 988,491 835,939

負債合計 3,999,005 3,978,259

純資産の部

株主資本

資本金 434,319 434,319

資本剰余金 425,177 425,177

利益剰余金 1,017,153 1,015,937

自己株式 △259,719 △259,662

株主資本合計 1,616,930 1,615,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 74,028 57,238

土地再評価差額金 △561,787 △561,787

評価・換算差額等合計 △487,759 △504,549

純資産合計 1,129,171 1,111,223

負債純資産合計 5,128,176 5,089,483
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 7,156,028 6,666,398

売上原価 5,658,438 5,171,561

売上総利益 1,497,590 1,494,836

販売費及び一般管理費

給料及び手当 523,758 487,703

賞与引当金繰入額 13,281 12,547

退職給付費用 12,199 14,826

役員退職慰労引当金繰入額 14,716 4,623

その他 910,951 756,267

販売費及び一般管理費合計 1,474,907 1,275,968

営業利益 22,682 218,867

営業外収益

受取利息 4,945 3,834

受取配当金 3,315 4,266

受取家賃 6,487 6,636

作業くず売却益 － 4,658

その他 4,013 3,264

営業外収益合計 18,762 22,660

営業外費用

支払利息 23,213 25,511

社債発行費 － 7,113

投資事業組合運用損 11,426 10,065

その他 277 77

営業外費用合計 34,917 42,768

経常利益 6,526 198,759

特別利益

貸倒引当金戻入額 533 －

保険解約返戻金 2,644 12,326

受取和解金 － 10,000

投資有価証券売却益 825 －

投資不動産売却益 10,116 －

役員退職慰労引当金戻入額 61,418 －

未払金取崩益 2,625 －

賞与引当金戻入額 － 14,392

特別利益合計 78,163 36,719
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

特別損失

固定資産除却損 308 4,138

貸倒引当金繰入額 137,116 －

投資有価証券売却損 5,570 －

投資有価証券評価損 19,147 21,985

保険解約損 31,092 5,992

和解金 － 5,868

特別損失合計 193,234 37,985

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△108,543 197,493

法人税、住民税及び事業税 2,092 1,635

法人税等調整額 297,005 84,128

法人税等合計 299,097 85,764

少数株主損益調整前四半期純利益 － 111,729

四半期純利益又は四半期純損失（△） △407,641 111,729
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 2,652,973 2,469,454

売上原価 2,101,235 1,893,328

売上総利益 551,738 576,125

販売費及び一般管理費

給料及び手当 156,745 152,295

賞与引当金繰入額 13,281 12,547

退職給付費用 3,587 5,349

役員退職慰労引当金繰入額 4,611 －

その他 288,260 266,232

販売費及び一般管理費合計 466,487 436,424

営業利益 85,251 139,700

営業外収益

受取利息 1,183 1,248

受取配当金 1,510 1,864

受取家賃 2,238 2,220

作業くず売却益 － 1,614

その他 1,485 683

営業外収益合計 6,416 7,631

営業外費用

支払利息 8,688 7,192

その他 1 11

営業外費用合計 8,690 7,204

経常利益 82,977 140,128
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（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

特別利益

貸倒引当金戻入額 5,461 －

保険解約返戻金 － 12,326

受取和解金 － 10,000

投資不動産売却益 10,116 －

特別利益合計 15,578 22,326

特別損失

保険解約損 － 5,992

投資有価証券評価損 19,147 3,034

特別損失合計 19,147 9,027

税金等調整前四半期純利益 79,408 153,428

法人税、住民税及び事業税 545 545

法人税等調整額 304,900 51,447

法人税等合計 305,445 51,992

少数株主損益調整前四半期純利益 － 101,435

四半期純利益又は四半期純損失（△） △226,037 101,435
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△108,543 197,493

減価償却費 82,692 69,681

貸倒引当金の増減額（△は減少） 137,294 △282

賞与引当金の増減額（△は減少） △68,547 △55,708

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,554 806

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △46,701 △105,772

投資有価証券評価損益（△は益） 19,147 21,985

受取利息及び受取配当金 △8,261 △8,100

支払利息 23,213 25,511

社債発行費 － 7,113

投資有価証券売却損益（△は益） 4,744 －

投資不動産売却益 △10,116 －

固定資産除却損 308 4,138

受取和解金 － △10,000

和解金 － 5,868

売上債権の増減額（△は増加） △283,974 △305,452

たな卸資産の増減額（△は増加） 595,269 82,611

仕入債務の増減額（△は減少） △59,802 324,036

その他 119,366 90,961

小計 421,645 344,890

利息及び配当金の受取額 9,256 8,107

利息の支払額 △24,054 △24,143

和解金の支払額 － △5,868

和解金の受取額 － 1,500

法人税等の支払額 △7,905 △10,468

法人税等の還付額 1,099 5

営業活動によるキャッシュ・フロー 400,042 314,022

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 －

定期預金の払戻による収入 － 10,004

有形及び無形固定資産の取得による支出 △34,322 △34,958

投資有価証券の取得による支出 △15,866 △5,091

投資有価証券の売却による収入 52,152 －

貸付けによる支出 △385,211 △450

貸付金の回収による収入 4,072 2,989

投資不動産の売却による収入 82,000 －

その他 1,653 △6,372

投資活動によるキャッシュ・フロー △305,522 △33,879
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 70,000 △366,000

長期借入金の返済による支出 △137,925 △137,925

社債の発行による収入 － 292,886

社債の償還による支出 △233,000 △33,000

自己株式の取得による支出 － △57

配当金の支払額 △110,242 △103,405

財務活動によるキャッシュ・フロー △411,167 △347,502

現金及び現金同等物に係る換算差額 △192 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △316,840 △67,359

現金及び現金同等物の期首残高 917,960 871,194

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 601,120

※1
 803,835

EDINET提出書類

株式会社平賀(E00734)

四半期報告書

18/29



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
項目
 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事

項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

【表示方法の変更】

 
項目
 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

 （四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「作業

くず売却益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期

間より区分掲記することとしております。

なお、前第３四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「作業くず

売却益」は2,243千円であります。

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に

基づく財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第

５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期

純利益」の科目を表示しております。

 

 
項目
 

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

 （四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「作業

くず売却益」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期

間より区分掲記することとしております。

なお、前第３四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「作業くず

売却益」は1,042千円であります。

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に

基づく財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第

５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期

純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

(1) 一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算出したものと著しい変化がないもの

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算出しております。

(2) 棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期連結会計期間

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ、正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。

(3) 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定

しております。

(4) 経過勘定項目の算定方法

固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な算定方法による概算額で計

上する方法によっております。

(5) 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著

しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する

方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

役員退職慰労引当金

当社は、従来、役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しておりました

が、平成22年６月開催の定時株主総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を廃止いたしました。また、制度廃止

時までの在任期間を対象とした退職慰労金については、同株主総会で打切り支給を決議し、取締役及び監査役のそ

れぞれの退任時に支給することとしました。

これにより、第１四半期連結累計期間において、「役員退職慰労引当金」を取崩し、打切り支給額の未払分

110,396千円については、固定負債の「その他」に含めて表示しております。

手形問題に関する事項

当社前代表取締役が当社元仕入業者等の振り出した取引の裏づけのない融通手形に対して、独断で裏書行為を

行っておりました。

これについて、当社は社外の専門家の助言を参考にしながら、前代表取締役が裏書行為を行っていた可能性の高

い期間を平成17年9月1日から平成21年6月30日と特定し、裏書行為に関わっていた可能性の高い関係者を当社元仕

入業者をはじめとする三社と特定して、この期間と関係者を対象として調査を行いました。

この結果、当社は調査対象期間中に調査対象者の振り出した手形すべてについてその帰趨を確認致しました。

従って、当社は、今後当社名義の裏書がなされた手形により当社が債務負担する危険性は極めて低いと判断して

いるため、その影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 2,369,432千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,458,142千円
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※２　裏書手形譲渡高　　　　　　　　　 9,584千円 ※２　裏書手形譲渡高　　　　　　　　　　3,871千円

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 609,688千円

有価証券勘定に含まれるＭＭＦ等 1,436

計 611,124

預入期間が３か月超の定期預金 △10,004

現金及び現金同等物 601,120
　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 797,766千円

有価証券勘定に含まれるＭＭＦ等 6,069

現金及び現金同等物 803,835
　

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成

22年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,015,585

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 331,946

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 110,513 30平成22年３月31日平成22年６月30日

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　　　会社の事業の運営において重要なものとなっていないため、記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 
印刷事業

（千円）

その他の事業

（千円）
計（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 2,593,565 59,408 2,652,973 － 2,652,973

営業利益又は

営業損失（△）
89,687 △9,536 80,151 5,100 85,251

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分の主な製品

(1) 印刷事業・・・・・折込広告、包装資材、その他印刷物
(2) その他の事業・・・ペット向け商品及び韓流関連商品のインターネット販売

 

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 
印刷事業

（千円）

その他の事業

（千円）
計（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高 7,007,776148,2517,156,028 － 7,156,028

営業利益又は

営業損失（△）
24,797 △17,415 7,382 15,300 22,682

(注)１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分の主な製品

(1) 印刷事業・・・・・折込広告、包装資材、その他印刷物
(2) その他の事業・・・ペット向け商品及び韓流関連商品のインターネット販売

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年4月１日　至　平成21年12月31日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年4月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高がないため、記載を省略しております。

 

【セグメント情報】

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。

１．報告セグメントの概要

　当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、
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取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているもの

であります。

当社グループは、当社及び連結子会社において、取り扱う製品・サービスについて、包括的な戦略を立案し、

事業活動を展開しております。

従って、当社グループは当社及び連結子会社を基礎としたセグメントから構成されており、「広告宣伝事

業」及び「販売促進・エンターテイメント事業」の２つを報告セグメントとしております。

「広告宣伝事業」は、主に折込広告の製造販売をしております。

「販売促進・エンターテイメント事業」は、主に販売促進キャンペーンツール、食品シールの製造販売、韓

流関連商品の販売をしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（単位:千円）

 広告宣伝事業
販売促進・エンター
テイメント事業

合計
調整額

(注1)

四半期連結損益
計算書計上額
（注2）

売上高      

(1)外部顧客への売上高 5,328,770 1,337,6276,666,398 － 6,666,398

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
869 102,861 103,730△103,730 －

計 5,329,640 1,440,4886,770,128△103,730 6,666,398

セグメント利益 168,131 39,349 207,480 11,387 218,867

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（単位:千円）

 

 
広告宣伝事業

販売促進・エンター
テイメント事業

合計
調整額

(注1)

四半期連結損益
計算書計上額
（注2）

売上高      

(1)外部顧客への売上高 1,937,794 531,6602,469,454 － 2,469,454

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
557 25,321 25,878 △25,878 －

計 1,938,351 556,9822,495,333△25,878 2,469,454

セグメント利益 102,299 34,341 136,640 3,060 139,700

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
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当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

  

 306.54円

  

 301.65円

 

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

 
当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)
前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,129,171 1,111,223

普通株式に係る純資産額(千円) 1,129,171 1,111,223

普通株式の発行済株式数(株) 4,015,585 4,015,585

普通株式の自己株式数(株) 331,946 331,799

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

3,683,639 3,683,786

 

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △110.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
     －円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 30.33円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

(注)１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四
半期純損失（△）(千円)

△407,641 111,729

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△407,641 111,729

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 3,683,786 3,683,754

 

第３四半期連結会計期間

 

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △61.36円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 27.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

(注)．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

 

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)
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四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は純
損失（△）(千円)

△226,037 101,435

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△226,037 101,435

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 3,683,786 3,683,691

 

 (重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

重要な訴訟事件等

当社は、当社前代表取締役に対し、約３億5,000万円の損害賠償等の支払いを求める訴訟を平成21年９月１日

東京地方裁判所に提起しておりましたが、平成22年12月６日付にて同裁判所より、当社の請求を認める判決が言

い渡されました。

 

１．判決があった裁判所及び年月日

東京地方裁判所

平成22年12月６日

２．訴訟の原因及び判決に至った経緯

(１) 訴訟の原因

前代表取締役は、取締役会の承認を経ることなく、資金融通の目的で、資金繰りが極めて厳しい状況にあった

第三者に対し、当社名義の白地手形を振出し、その結果、約３億5,000万円の損害を当社に発生させました。これ

は同人の取締役としての善管注意義務違反により生じた損害であるから、当社としては上記請求金額の支払を

求める訴訟の提起を行うものとしました。

(２) 訴訟の経緯

当社は、当社前代表取締役が取締役会の決議を経ずして当社名義の約束手形を振り出したことが判明したの

で、平成21年６月８日外部の専門家による外部調査委員会を設置し、調査を開始しました。その後、当社は同年７

月21日外部調査委員会より調査報告書の交付を受け、同調査委員会から、前代表取締役は当社に対して、善管注

意義務違反（債務不履行）に基づき約３億5,000万円の損害賠償義務を負っているので、同損害賠償金を回収す

るために、速やかにしかるべき方法によって請求又は保全の措置をとるべきであるとの勧告を受けました。

(３) 判決の内容

判決主文は以下のとおりです。

①被告は、原告に対し、３億4,894万4,812円及びこれに対する平成22年６月30日から支払済みまで年５分の割合によ

る金員を支払え。

②被告は、原告に対し、669万791円を支払え。

③原告のその余の請求を棄却する。

④訴訟費用は、被告の負担とする。

⑤この判決は、１項及び２項に限り、仮に執行することができる。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成22年２月12日

株式会社　平賀

取締役会　御中

あずさ監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　堀　之　北　　重　久　　印

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　大　谷　　は　る　み　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社平

賀の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日か

ら平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社平賀及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成23年２月10日

株式会社　平賀

取締役会　御中

監査法人ハイビスカス

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　髙　橋　　克　幸　　　印

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　阿　部　　海　輔　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社平

賀の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日か

ら平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社平賀及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

追記情報

追加情報に記載されているとおり、会社の前代表取締役が取引の裏づけのない融通手形に対して、独断で裏書行為

を行っていたことが判明している。

会社は調査の結果、会社が債務負担する危険性は極めて低いと判断しているため、その影響を四半期連結財務諸表

に反映していない。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社平賀(E00734)

四半期報告書

29/29


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

